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寒さにも負けず初稽古
　1月3日團午前9時、田沢剣道スポーツ少年団の

剣士たちが初稽古を行いました。

　この毎年行われている初稽古には、十日町市、

津南町など、十日町広域圏から指導者や剣士が集

まり、お互いを切磋琢磨し、交流を深めています。

最初は寒ざに震えていましたが、稽古が熱を帯び

てくると気迫のこもった声が田沢小学校中に響き

わたっていました。
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平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
と
し
た
介

護
保
険
制
度
も
今
年
で
3
年
目
に
入

り
、
要
介
護
認
定
者
数
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
等
、
徐
々
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
3
年
ご
と
に

5
年
を
計
画
期
問
と
す
る
「
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
1
5
年
4
月
か

ら
は
、
新
し
い
事
業
計
画
が
実
施
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
介
護
保
険
料
も
新

た
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
認
定
者
及
び
受
給
者

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
平
成
1
3
年
度
末

ま
で
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

数
及
び
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
の
状
況

は
グ
ラ
フ
ー
の
と
お
り
で
す
。

　
認
定
者
数
、
受
給
者
数
と
も
徐
々

に
増
加
し
、
平
成
14
年
2
月
で
は
、

第
－
号
被
保
険
者
（
6
5
歳
以
上
の
方
）

1
，
8
3
5
人
の
う
ち
、
認
定
者
数
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　伏2
0
5
人
、
受
給
者
数
1
6
5
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

O　H12．4月　6月　　8月　　10月　　12月　H13．2月　4月　　6月　　8月　　10月　　12月　H14．2月

灘認定者 174 172 168 169 177 178 188 192 198 198 202 205

繋受給者 153 157 150 148 154 152 158 155 164 157 165 165

　均平月ケq況状用利のスビ
　
「サ険保護介麟熱◆

サ
ー
ビ
ス
の

　
利
用
状
況

　
各
サ
ー
ビ
ス
の
ー
ヶ

月
平
均
の
利
用
者
数
及

び
利
用
回
数
は
表
1
の

と
お
り
で
す
。

　
通
所
介
護
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
）
、
訪
問
介
護

の
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
給
付
費
の
推
移

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量

　
　
　
　
　
給
付
費
も

区　　　分 削2年度 糊3年度

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪　　問　介　護
利用回数 190．3 214．1

利用人数 31．6 30．3

訪　　問　看　　護
利用回数 103．4 110．9

利用人数 27．0 23．8

通　所　　介　　護
利用回数 341．2 327．5

利用人数 58．6 55．5

通所リハビリ
利用回数 5．6 11．3

利用人数 1．4 2．8

短　　期　　入　　所
利用回数 40．7 70．6

利用人数 5．2 8．6

施
設
サ
ー
ビ
ス

介護老人福祉施設 利用人数 35．3 35．8

介護老人保健施設 利用人数 11．8 15．4

介護療養型医療施設 利用人数 17．0 19．9

が
増
え
る
と
と
も
に
、

徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
2
，
3
4
9
万
円
だ

っ
た
給
付
費
は
、
平
成
1
4
年

2
月
で
2
，
8
7
5
万
円
と
、

5
2
6
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
グ
ラ
フ
を
見
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
給
付
費
の

う
ち
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
占

め
る
割
合
が
高
く
、
平
成
1
4

年
2
月
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
が

給
付
費
の
7
6
・
1
％
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
が
2
3
・
9
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
給
付
費
の
増

加
に
と
も
な
い
、
今
後
、
保

険
料
も
上
昇
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

、

グラフ2繋給付費の推移（万円）3000

2400

1800

1200

600

　　0
　　　H12．4月　6月　　8月　　10月　　12月　H13．2月　4月　　6月　　8月　　10月　　12月　H14．2月

灘施設サービス 1，814 1，816 2，018 1，858 2，078 2，023 2，078 2，082 2，270 2，215 2，267 2，188

叢居宅サービス 535 593 576 552 531 548 602 609 653 676 592 687

繍

　　　　　晒難　　　轟　　織　騙　微“
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繕
馨
鍵
の
保
険
料
が
、

　
　
漢
鱗
よ
い
介
護
保
険
を
つ
く
り
ま
す

　
介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
や
自
治

体
の
負
担
金
と
4
0
歳
以
上
の
人
が
納

め
る
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
が
受
け
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
保
険
給
付
分

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
な
ど
、
介

護
保
険
事
業
に
か
か
る
費
用
に
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
私
た
ち
の
村
の
介
護

保
険
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

と
相
殺
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
2
年
以
上
滞
納
す
る
と

　
利
用
者
負
担
が
1
割
か
ら
3
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
措
置
が
あ

り
ま
す
。

ロ
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
な
い
た
め

に
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
問
に

応
じ
て
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ

ま
す
。

◆
1
年
以
上
滞
納
す
る
と

　
利
用
者
が
費
用
の
全
額
を
い
っ
た

ん
自
己
負
担
し
、
申
請
に
よ
り
あ
と

で
保
険
給
付
（
費
用
の
9
割
）
が
支

払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

◆
1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と

　
利
用
者
が
費
用
の
全
額
を
負
担

し
、
申
請
後
も
保
険
給
付
の
一
部
ま

た
は
全
部
が
一
時
的
に
差
し
止
め
と

な
っ
た
り
、
滞
納
し
て
い
た
保
険
料

灘
繍
嬬
年
4
月
か
ら
6
5
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
δ
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
介
護
保
険
は
、
4
0
歳
以
上
の
す
べ

て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

保
険
料
が
適
当
か
ど
う
か
な
ど
、
3

年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見

直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
の
保
険
料
も

変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
1
5
年
度
か
ら
の
保
険
料
（
年

額
）
の
見
込
み
額
は
表
2
の
と
お
り

で
す
。介

護
保
険

事
業
計
画
と
は
？

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
3
年
ご
と

に
5
年
を
計
画
期
問
と
す
る
「
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
や
サ
ー
ビ

ス
確
保
の
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
計

画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
－
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

こ
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
決
め
直
さ

れ
ま
す
。

灘
羅
保
険
料
見
直
し
が

必
要
な
理
由

①
要
介
護
者
の
増

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介
護

者
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
増

　
介
護
保
険
制
度
の
定
着
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
の
数

や
利
用
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

③
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

表2㊨平成15年度からの保険料見込み

段階 対　　象　　者 年額
第1段階

世帯全員が住民税非課税で、
老齢福祉年金及び生活保護受給者の方

17，400円

第2段階 世帯全員が住民税非課税の方 26，200円

第3段階 本人が住民税非課税の方 34，900円

第4段階
本人が住民税課税で
所得金額が200万円未満の方

43，600円

第5段階
本人が住民税課税で
所得金額が200万円以上の方

52，300円

　
必
要
な
と
き
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
在
宅
・
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に
整
備
し
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
委
員
会

　
第
2
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
被
保
険
者
の

代
表
や
関
係
機
関
・
団
体
、
事
業
者

な
ど
9
人
の
方
々
か
ら
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

灘
4
0
～
60
歳
の
人
（
第
2
号

．
、
被
保
険
者
）
の
保
険
料

　
加
入
し
て
い
る
国
保
や
健
康
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
の
算
定
方
法
に
も
と
づ

い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
納
め
方
は
医
療

分
の
保
険
料
と
一
括
し
て
納
め
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
方
法
と
同

様
に
、
世
帯
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
国
民

健
康
保
険
税
と
あ
わ
せ
て
世
帯
主
が
納

め
ま
す
。

◆
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
人

　
各
健
康
保
険
に
設
定
さ
れ
る
介
護
保

険
料
率
と
給
与
（
標
準
報
酬
月
額
）
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
、
医
療
保
険
料
と
あ

わ
せ
て
、
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て
事
業
主

が
半
分
を
負
担
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
に

　
つ
い
て
の
苦
情
は
7

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
や
相
談
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
国
保
連
合
会
で
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
苦
情
を

受
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
国
保
連

合
会
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
役
場
介
護
保
険
担
当
窓
口
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
も
相
談
で
き

ま
す
。

・
国
保
連
合
会
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
室

　
盈
0
2
5
1
2
8
5
－
3
0
2
2
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叢簸
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懸
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鑛

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

中
里
村
長

山
本
茂
穂

ラ
ク
の
核
査
察
が
始
ま
り
世
界
申
の
人
々
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

戦
も
想
定
さ
れ
、
不
安
の
う
ち
に
越
年
と
な
り
ま
し
た
．

事
件
も
五
人
の
方
々
が
帰
っ
て
来
た
だ
け
で
、
未
解
決
の
ま
ま
で
す
。

も
早
い
解
決
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　
一
方
、
政
治
、
経
済
の
混
迷
は
、
深
い
霧
に
突
入
し
た
ま
ま
で
、
一
向
に
光
明
を
見

い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
．
ま
た
、
申
里
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
重
大
な
課
題
で
あ

る
清
津
川
ダ
ム
の
問
題
に
一
昨
年
以
来
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
．
こ
の
間
ま
る
一

年
を
越
え
て
、
毎
月
新
潟
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
専
門
委
員
会
に
、
村
議
会
ダ
ム
対

策
委
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
が
熱
心
に
参
加
さ
れ
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
頂
き

ま
し
た
．
結
呆
は
、
七
月
五
日
の
最
後
の
専
門
委
員
会
で
「
調
査
申
止
」
と
、
明
快
に

結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
．
実
に
昭
和
四
十
一
年
以
来
三
十
入
年
振
り
の
懸
案
事
項
に
結

論
が
下
さ
れ
た
瞬
問
で
し
た
。
専
門
委
員
の
公
正
な
判
断
と
、
こ
の
問
題
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
た
多
く
の
方
々
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、
平
成
十
七
年
に
迫
っ
た
、
東
京
電
力
に
よ
る
三
俣
堰
の
取
水
権
の
更
新
問
題

が
あ
り
ま
す
．
大
正
十
二
年
に
発
電
を
す
る
た
め
に
清
津
川
の
上
流
の
湯
沢
町
三
俣
地

域
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
全
量
を
取
水
さ
れ
て
、
利
用
後
は
魚
野
川
に
放
流
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。
旧

年
申
の
ご
交
誼
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
相
変
わ
ら
ず
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
各
位
様
の
ご
健
勝
と
、
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
、

　
さ
て
、
昨
年
は
、
年
末
に
至
り
、
国
連
に
よ
る
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
に
よ
っ
て
は
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
粒
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
ち
ら
も
一
日

　
こ
の
た
め
、
申
里
村
は
慢
性
的
な
水
不
足
を
生
じ
て
お
り
、
特
に
農
業
用
水
、
水
道

用
水
に
重
大
な
影
響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
自
然
環
境
と
の
共
存
を
最
優
先
す
る
今
の

時
代
に
舎
っ
た
対
応
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
次
に
春
以
来
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
、
広
域
六
市
町
村
の
合
併
問
題
で
す
が
、
任

意
協
議
会
の
立
ち
上
げ
は
、
六
市
町
村
が
同
一
歩
調
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
お
の
お
の
の
市
町
村
に
お
い
て
、
懇
談
会
や
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
十

年
か
ら
、
既
に
間
も
な
く
五
十
年
の
歳
月
が
流
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
．
こ
の
間
各

市
町
村
と
も
に
、
置
か
れ
た
条
件
を
活
か
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
環
境
は
大
き
く
か
わ
り
、
諸
制
度
も
合
わ
な
い

も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
．
「
変
わ
り
た
く
な
い
」
「
ず
っ
と
同
じ
で

い
た
い
」
は
、
誰
し
も
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
に
は
、

大
き
な
決
断
も
必
要
で
す
。
こ
の
地
域
は
も
と
も
と
「
越
後
妻
有
の
里
」
と
し
て
、
日

本
一
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
一
つ
盆
地
の
運
命
共
同
体
で
す
．
と
も
に
助
け
共
に
励
ま

し
あ
っ
て
、
生
き
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
広

域
事
業
も
既
に
定
着
し
て
い
ま
す
．
こ
れ
を
、
よ

り
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
の
際
「
小
異
を
捨
て
て
、
大
同
に
就
く
」

こ
と
が
最
も
大
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
任
意
協
議
会

の
立
ち
上
げ
は
、
お
お
か
た
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま

し
た
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
形
あ
る
も
の
に
し
て

議
論
を
前
に
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
本
年
は
大
き
な
決
断
の
年
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
住
民
各
位
の
自
由
闊
達
な
ご
意
見
と
明

る
い
将
来
展
望
に
満
ち
た
ご
提
言
を
お
聞
か
せ
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

瀦払

謬へ
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かんきょう 饗蜥

壇球を守るグリーン購入をはじめようll

◎グリーン購入とは・・・…

　　わたしたちは、毎日いろいろな物を買い、使い、捨てることを繰り返しながらくらしています。

　買い物をするとき、まずその商品が必要かどうかを考え、値段や便利さ・デザインだけでなく、「環境への負

　担ができるだけ少ない商品」を優先して選ぶことを「グリーン購入」といいます。

　　わたしたち一人ひとりのくらし方1よ地球環境の破壊と密接に関係しているため、こうした「グリーン購入」

・が広がることによって地球環境への負担は確実に減っていきます。

◎グリーンコンシューマーになろう・・・…

　地球に負担をかけないかたちにくらしを変える「グリーン購入」を実践する人のことを「グリーンコンシュー

　マー（緑の消費者）」といいます。

　　みなさんがグリーンコンシューマー（緑の消費者）になると、商品を作ったり、売ったりする企業も環境に負

　担をかけないような経営努力をするようになり、社会全体が地球にやさしくなってきます。

鞍灘募鐵i朧灘織醒灘籔朦

買う前に考える

　まず買う前に本当に必要かどうか考える。食品はまとめ買いをして冷蔵庫の奥にしまいこみがち。衣料・日

用品などもついつい衝動的に買ってしまったり、贈答品でもらったものは押入れなどに入れたまま忘れている

ことが多いものです。

　今あるものをとことん使い切るとともに、必要なものを必要な量だけ買うことからはじめよう。
、

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧

商品の一生を考える
資源を採るところから廃棄・リサイクルされるまでを考えて買いましょう。

環境汚染物質などを減らす……環境や人の健康を害さない商品を選ぶ。

持続可能な資源採取……………資源の採りすぎや、自然生態系の破壊がないか考えて選ぶ。

省資源・省エネルギー…………資源とエネルギー消費の少ない商品を選び、むだなく使う。

長　期　使　用・………………・・長くつきあえる商品やサービスを選ぶ。

再　　使　　用……・…………・・繰り返し使ったり、詰め替えできる商品を選ぶ。

リサイクル…・……………・・リサイクルしやすい商品を選ぶ。

再生商品の利用…………・……・・再生資源が使われている商品を選ぶ。

処理・処分などのしやすさ……燃やしても、埋め立てても安全で埋立地に負担のかからない商品を選ぶ。

事業者の取り組みよく見る
　商品を選ぶ時、商品そのものだけでなく、商品をつくったり、売ったりしている企業の事業活動内容も、と

ても重要な判断材料です。

　企業が環境問題に熱心かどうか、信頼できるかどうかのものさしとして、「環境管理」や「環境監査」シス

テムを持っているか、工場やオフィスでごみの削減に取り組んでいるか、省エネやグリーン購入に積極的か、

社員の環境意識が高いかなど環境問題に積極的な企業の商品を選んで、その企業を応援しましょう。

環境情報の入手と活用
環境に関する情報を積極的に集めて、グリーン購入に活かす。

5 広報なかざと平成15年1月10日



鞭

サ
ン
タ
リ
O
ー
ス
と
ウ
リ
ス
マ
翼

　
1
2
月
2
0
日
働
、
南
保
育
園
に
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
遊
技
場
は
、
大
き
な
靴
下

や
ツ
リ
ー
な
ど
で
飾
り
付
け
さ
れ
、

園
児
た
ち
は
三
角
帽
子
を
か
ぶ
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
色
で
華
や
か
で
し
た
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
入
場
す
る

と
、
園
児
た
ち
の
「
サ
ン
タ
さ
ー
ん
」

と
呼
ぶ
声
や
飛
び
跳
ね
て
喜
ぶ
姿
で

会
場
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
熱
烈
な

歓
迎
ぶ
り
に
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
、
元
気
に
は

し
や
ぐ
子
供
た
ち
の
姿
を
見
て
、
喜

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
園
児
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら

手
渡
し
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
笑
顔

で
嬉
し
そ
う
に
受
取
り
、
み
ん
な
で

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
中
心
に
輪
に
な

り
、
お
礼
の
気
持
ち
を
こ
め
て
ダ
ン

ス
の
お
返
し
を
し
、
「
ま
た
き
て
ね

1
」
と
手
を
振
り
な
が
ら
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
続

き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ゲ
ー
ム
な

ど
、
園
児
た
ち
は
笑
顔
で
飛
び
跳
ね
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

で
し
た
。

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
勤

　
1
2
月
2
4
日
㈹
、
中
里
村
交
通
安
全

対
策
協
議
会
と
十
日
町
警
察
署
の
皆

さ
ん
で
「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
が
ち
の
こ
の
時
期
、

村
内
の
飲
食
店
を
ま
わ
り
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
、
飲
酒
運
転
防
止
ポ

ス
タ
ー
を
配
布
・
掲
示
す
る
よ
う
に

お
願
い
し
て
歩
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
役
場
前
の
国
道
1
1
7

号
線
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
た
ち
に

交
通
安
全
資
材
を
配
布
・
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
降
雪
に
よ
り
視

界
が
狭
く
な
っ
た
り
、
道
路
の
凍
結

な
ど
で
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
車
の
運
転
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

巾
塁
翻
消
防
一
団
蹴
巫
級
濫
瓢

　
1
月
5
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

中
里
村
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
、

中
里
村
消
防
団
員
、
消
防
南
分
署
職

員
な
ど
約
1
0
0
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。　

式
典
で
の
消
防
団
員
ら
は
乱
れ
の

な
い
整
列
、
き
び
き
び
と
し
た
行
動

で
、
今
年
の
防
災
に
気
を
引
き
締
め

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
式
典
後
、
南
分
署
職
員
に
よ
る
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
、
厳
し
い
吹
雪
の

中
、
険
し
い
顔
つ
き
に
な
り
な
が
ら

も
素
早
く
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ
、
放
水
す

る
姿
は
、
防
災
に
対
す
る
並
々
な
ら

ぬ
気
迫
を
感
じ
ま
し
た
。

一L鏑

概

　　　　　　　　薫
　　　　　　畿　　　　露．鋤

　　　踊’L，
　懸

璽
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⑳
学
金
準
備
金
・
奨
学
書
付
申
込
蕎

　
村
で
は
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
入
学
者
の
皆
さ
ん
に
奨
学
金
・
入
学
準
備
金
の
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
予
算
の
範
囲
内
で
の
貸
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
審

査
し
、
選
定
し
ま
す
。

◆
申
込
期
間
　
1
月
1
5
日
㈱
～
3
月
1
4
日
働

◆
申
込
資
格
　
村
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

《
戴
欝
準
備
金
貸
継
登
》

◆
貸
付
金
額
　
・
高
等
学
校
2
0
万
円
以
内
　
・
高
等
専
門
学
校
3
0
万
円
以
内

　
・
専
修
学
校
3
0
万
円
以
内
　
・
短
大
・
大
学
4
0
万
円
以
内

　
※
い
ず
れ
も
学
校
教
育
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
学
校
に
限
る
。

◆
措
置
期
間
　
1
年
　
　
　
◆
返
済
期
間
　
規
則
で
定
め
ら
れ
た
期
間
内

《
奨
蕪
貸
付
釜
》

◆
貸
付
金
額
　
・
高
等
学
校
－
万
円
　
・
高
等
専
門
学
校
2
万
円

　
・
専
修
学
校
2
万
円
　
・
短
大
・
大
学
3
万
円

　
※
い
ず
れ
も
学
校
教
育
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
学
校
に
限
る
。

◆
貸
付
期
間
　
貸
付
開
始
の
月
か
ら
正
規
の
就
業
期
間
が
終
了
す
る
ま
で

◆
措
置
期
間
　
6
ヶ
月
問
　
◆
返
済
期
間
　
規
則
で
定
め
ら
れ
た
期
間
内

◆
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
　
晋
6
3
－
4
4
6
0

㊥
職
者
支
援
資
金
が
借
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
保
証
人
、
償
還
期
限
の
条
件
が
ゆ
る
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

◆
対
　
象
生
計
中
心
者
の
失
業
に
よ
り
生
計
の
維
持
が
困
難
で
、
一
定
の

　
　
　
　
　
　
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

◆
限
度
額

◆
貸
付
期
間

◆
保
証
人

◆
償
還
期
限

◆
問
合
せ
先

月
額
2
0
万
円
（
単
身
世
帯
は
1
0
万
円
）

12

月
以
内
　
　
◆
利
率
　
年
3
％

原
則
と
し
て
1
名

据
置
期
間
経
過
後
7
年
以
内

中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
忠
6
3
－
4
5
2
2

⑱轡懲穆鱒鶴轡覇愚麟継働鯨翰蓼鯵艦轟鐙嚇雛櫛馨憩錬鱒麟㊥麟番轡轍鍵轡像鱒＠㊨嚇嚇轡櫛惣砲㊧櫓⑰鑛囎癒蓼轍轡穆錬鍛②⑪囎嚇繕癖欝⑬蓼囎趣㊥嚇嚇蔀蓼㊧麟韓嶋②嚇鵡癩饗蓼憩②＠②⑳轟嚇鞭

《
村
翻
鱗
鑑
澄
教
塞
》

◆
日
時
　
1
月
1
9
日
、
2
6
日
㈹

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
現
地
集
合

　
　
　
　
　
　
　
（
ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
）

◆
場
所
　
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場

◆
申
込
締
切
　
－
月
1
4
日
㈹

◆
参
加
費
　
子
供
1
，
0
0
0
円

　
大
人
（
中
学
生
以
上
）
　
1
，
5
0
0
円

　
（
但
し
、
リ
フ
ト
代
と
し
て
・
シ
ー

　
ズ
ン
券
お
持
ち
の
方
は
、
無
料
）

《
秘
機
鑑
雛
警
炎
畿
》

◆
日
時
　
2
月
9
日
⑲

　
　
　
　
午
前
8
時
3
0
分
現
地
集
合

　
　
　
　
　
（
旧
パ
ト
ロ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）

◆
場
所
　
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
i
場

◆
競
技
種
目

　
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
i

◆
申
込
締
切
　
1
月
2
4
日
働

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
出
場
者
は
、
2
0
名
程

度
と
し
中
学
生
以
上
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
大
会
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加

入
済
み
で
あ
る
こ
と
。
コ
ー
ス
・
旗
門

等
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
と
同
じ
も
の
を

使
用
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
教
育
委
員
会

　
忠
6
3
1
4
4
7
8

廃棄物を焼却する場合は構造基準に適合した焼却炉で適正に焼却してください。

　ダイオキシン類は廃棄物の不完全燃焼や温度の低い状態で燃焼させた時に多く発生することがわかっていま

す。そのため、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（「廃棄物処理法」と略します）の一部が改正され、廃棄物

を焼却する炉の構造基準が強化されます。

　この構造基準は、事務所、工事又は店舗等から出る廃棄物を焼却するために設置されている全ての焼却炉に

適合される基準です。この基準に適合しない焼却炉で廃棄物を燃やした場合は「廃棄物の野焼き」に該当し、罰

　
　
　
　
　
。
準
煙
棄

　
　
　
　
す
基
び
廃
量
れ
焼
度
対
里

　
準
準
ま
造
及

炉
基
基
れ
構
口

　
　
　
　
ら
の
入
状
必
遮
中

　
　
　
　
せ
炉
取

　
　
　
さ
課
却
気
上
焼
気
焼
焼
イ
合

　
　
　
合
が
焼
空

　
　
　
適
則
◆
①①空気取入口及び煙突の先端以外に外気と接することなく、燃焼室において発生するガスの温度が摂氏800度

　以上の状態で廃棄物を燃焼できるものであること。

②燃焼に必要な量の空気の通風が行われる《）のであること。

③外気≧遮断された状態で、定量ずつ廃棄物を燃焼室に投入できるものであること。

④燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定するための装置が設けられていること。

⑤燃焼ガスの温度を保っために必要な助燃装置が設けられていること。

　ダイオキシン対策のためにも廃棄物の再資源化に努め、焼却する廃棄物の量の削減をお願いします。

◆問合せ先　中里村役場環境課　倉0257－63－3111

広報なかさと平成15年1月10日7



窺講繍◎購。
§
顕
郵
彊

上原蒼唯ちゃん（1歳）⑰

則昭さん・知恵さん夫妻の長女（上山）

　好き嫌いなく、なんでもよく食

べる蒼唯ちゃん。取材に伺ったとき

も、笹団子を大きなお口を開けてパ

クン。これまで風邪や病気をしたこ

とがないそうです。

　日頃はお兄ちゃんと一緒にジャン

グルジム。お兄ちゃんは妹が可愛い

くて、蒼唯ちゃんの頭をなでている

姿が見られました。

　お母さんはそんな蒼唯ちゃんに

「人に親切で、思いやりのある子に

なってね。」と話していました。

懸i簿

在宅福社ボ弓ン弓吊イ7活憧化講習会
　健康福祉事務所では、在宅福祉サービスの多様な二一ズに対応するた

め、住民互助型の非営利組織として活動する有償ボランティア団体の育

成を支援し、活動を活性化させることを目的に、在宅福祉ボランティア

活性化講習会を開催します。

◎講習会の内容

・第1回目　◆日　時　2月6日㈲　午後1時30分～4時45分

◆会　場　十日町地域地場産業振興センター（クロス10）
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ノ▼！一…一－一一　　　　　　　　　　囎
公社まごごろヘルプ窒長　河田珪子民　1
18日（殉　午後1時30分～4時30分　　　　　1

業振興センター（クロス10）　　　　　　　1

ランテ嫁ア団体の設立につやて　　　　、　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きいネットワーク代表　吉州　　静矯　　　1

　　　　　　　藻甥雛一舞廓簾

一
☆
、
女
”
性
の
た
め
の
、

ぢ
．
健
』
康
”
講
話
一

◆
テ
ー
マ

　
「
更
年
期
の
か
ら
だ
の
変
化
と
す
ご
し
方
」

◆
講
師
た
か
き
医
院
高
木
成
子
副
院
長

◆
日
時
1
月
2
0
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分

◆
会
場

　
十
日
町
総
合
庁
舎
1
階
第
1
会
議
室

　
（
十
日
町
市
妻
有
町
西
2
1
1
）

◆
参
加
費
無
　
料

◆
問
合
わ
せ
先

　
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
　
地
域
保
健
課

　
盈
5
7
1
2
4
0
2

◆
そ
の
他

　
準
備
の
都
合
上
、
参
加
希
望
の
方
は
な
る
べ

　
く
事
前
に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
な
く

　
て
も
当
日
の
参
加
は
受
付
け
て
い
ま
す
。
大

　
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
●
m
越
後
妻
有

　
　
　
　
　
　
米
米
の
精
神
と
種
も
み
を
山
ロ
県
に
引
き
渡
す

　
1
2
月
6
日
、
東
京
・
国
際
文
化
会
館
に
お
い
て
「
地
球
環
境
米
米
フ
オ

ー
ラ
ム
」
の
「
種
も
み
引
渡
し
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
席
上
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
提
唱
者
で
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
さ
れ
な
が
ら
、
H
月
2
1
日
、
4
7
歳
の
若
さ
で
御
琵
去
さ
れ
た
故
高
円

宮
憲
仁
親
王
殿
下
を
惜
し
む
と
と
も
に
、
出
席
者
全
員
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　
「
種
も
み
引
渡
し
式
」
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
四
季
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、

春
・
「
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
、
夏
・
「
と
ん
ぼ
田
ん
ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
」
、
秋
・
「
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
続
く
最
後
の
行
事
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
大
使
館
関
係
者
他
、
約
1
5
0
名
が
見
守
る
な
か
、

米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
精
神
と
と
も
に
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
前
の
田
ん
ぼ
で
刈

り
取
っ
た
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
稲
穂
が
、
滝
沢
越
後
妻
有
実
行
委
員
長
の

手
か
ら
次
回
開
催
地
の
山
口
県
、
松
林
北
長
門
実
行
委
員
長
の
手
へ
し
っ

か
り
渡
さ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
春
と
秋
の
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
、
妻
有
地
方
の
美
し

い
自
然
と
伝
統
的
な
文
化
を
国
内
外
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
使
館
関
係
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
温
か
な
交
流
は
、
外
交

官
の
皆
さ
ん
と
受
け
入
れ
家
庭
　
熱

の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
体
験
と
し

て
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
第
5
回
の
「
地
球
環
境
米
米

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
山
口
県
北
長

門
実
行
委
員
会
と
地
球
環
境
平

和
財
団
主
催
で
萩
市
、
長
門
市
、

油
谷
町
、
日
置
町
、
三
隅
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

勤の晦1瀧》乱雛暑雛輪”　ノy聾
冴窮，，磁魏案撫難鱒鞭罫灘樵羅鷺

左から　松林・山口県長門市長、藤

田・山口県油谷町長、北谷・地球環
境平和財団会長、滝沢・十日町市長
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⑳再轡嘩／趨勢

嚢

諏戴

｛
藤　田　　敦　　荒　　屋

樋　口　真美　　通り山

山崎答生（60）上　山

吉樂富和（89）上　山

高橋忠信（52）倉　俣

南雲総藏（89）本屋敷

鈴木善冨（82）重　地

鈴木荘吉（62）下　山

井虐
口
田 康（76）如来寺

羽鳥龍之助（82）新屋敷

服部昭一（73）田沢

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税蕊振蓄日

（1月31日）、

（1月31日）

（1月31日）

（1月31日）

（1月27日）

平成短毎4目悲5障害者福祉赫蕪嶢曝の．
　　　　』支援制度がぽ憐ま鰯ま藏i。』

　身体障害者（児）、知的障害者（児）、障害児の福祉サービスが「措置

制度」から「支援費制度」に変わります。支援費制度は、障害者の立

場に立った福祉サービスを利用できるように、障害者みずからサービ

スを選択し、事業者と契約してサービスを利用する制度です。

　サービスを利用する場合は、申請をしてください。

《支援費制度の利用サービス例》

繋闇欝隼曝爲藩国螺降次の嚢一穫鱗翻翔竈希望麟る場喬

　⑬なかまの家・なごみの家などへの短期入所（日中利用・宿泊）

　⑬なかさと福祉会などのホームヘルプサービス利用

　⑫つくし園・なごみの家などへの通所

　⑱なかまの家・マイトーラなどへの入所

灘團鞠箏灘洞熱轟灘難繭講懸羅能な懇の

　㊧マイトーラヘの入所

　㊧なごみの家への通所

　㊨なかまの家・みのわの里・魚沼更生園などへの入所

嚢叢援費糞給顯講の麟要のな糖献一欝籔

　延糞援費劔漫難蒙熱の捗一寵難翻

　⑬知的障害児施設への入所（魚沼学園など）

　㊤重症心身障害児（者）通園事業利用（長岡療育園など）

　㊤作業所への通所

　㊤補装具や日常生活用品の給付

◆問合せ先　中里村役場民生課福祉係　盈63－3111

．翻：i．

牽鞭慧鷹濃楼案開

■村県、民税
■国　　保　　税

■介護保険料
■保　　育　　料

■上下水道

十日町市高等職業訓練校では、入校者を募集しています。

科　　目 定員 授業料 テキスト代

建築製図科 10　人 57，000円 9，500円

コンピュータ科 15　人 87，000円 8，500円

ワープロ科 8　人 18，000円 4，000円

表　計　算　科 8　人 18，000円 5，000円

経理事務科 10　人 47，000円 3，000円

測　　量　　科 15　人 45，000円 2，000円

◆申込締切

◆受付時間

◆問合せ先

平成15年3月10日（月）※定員になり次第、締切ります。

午前8時30分～午後5時※ただし土・日・祝日を除く

十日町市高等職業訓練校　倉52－3803

難縫欝懸の纏藏
　癒離繍欝舘麹翻藻難謙1

懸交通事故件数………………33件

死

傷

者………………　3人

者………………42人

死亡事故ゼロ………………34日

㊥行政相談員の“ご存じですか？”［岡㊥

　あけましておめでとうございます。

　今年こそ明るい話題の多い年となります様願います。

　総務省の行政相談委員は全国に約5，000人程委嘱’ざれて

おり、皆さんからの要望、苦情等をお聴きしています。

　r困りごと」、を感じたら早速どうぞ1

9 広報なかざと平成15年1月10日



総務省では、電気通信サービスを安心して利用することがで

きるよう、利用者の視点に立った電気通信行政の推進に取り組

んでいるところですが、電気通信サービスに関する利用者のご

意見やご要望を幅広くお聞かせいただき、今後の電気通信行政

に反映させるため、平成15年度電気通信サービスモニターを募

集します。

◆応募資格　電話・インターネット等の電気通信サービスに関

　　　　心のある満20歳以上の方で、「①総務省が実施す

　　　　るアンケート調査への回答（年2回実施予定、全

　　　　員）②総務省が各地域で開催するモニター会議へ

　　　　の出席」が可能な方。ただし、総務省及び電気通

　　　　信事業者に勤務経験がある方並びにその家族を除

　　　　きます。
◆委嘱期間　平成15年4月1日～平成16年3月31日

◆募集人員　新潟県内在住で20名（全国で1，000名程度）

◆応募方法　はがきの裏面に、住所、氏名（フリガナ）、電話番号、

　　　　年齢、性別、職業及び応募の動機を記入し、表面

　　　　に「モニター希望」と記入の上、郵送してください。

　　　　なお、はがき以外でのご応募はご遠慮願います。

◆募集期間　平成15年1月20日～2月21日まで（当日消印有効）

◆謝　　金　アンケート調査にご協力いただいた方及びモニタ

　　　　ー会議にご出席いただいた方に別途謝金をお支払

　　　　いします。
◆選考結果の通知　モニターをお願いする方に、平成15年3月

　　　　末日までにその旨を通知します。なお、採用され

　　　　なかった方には通知しませんので、あらかじめご

　　　　了承ください。
◆申込み・問合せ先　〒380－8795長野市旭町1108番地

　　　　総務省信越総合通信局情報通信部電気通信事業課

　　　　忠026－234－9948

1／12 池　田　医　院葎占鄙翻

匿　1／13
7勺

石　川　医　院穰冒暢

上　村　病　院葎董霜
一
　 1／19 川西町診療所甜冒悌

1126 ①山口医院葎鰐嵩

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
年
も
取
材
な
ど
で
皆
様
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
月
の
2
5
日
出
に
、
ユ
ー
モ
ー

ル
で
第
1
回
合
併
任
意
協
議
会
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
中
里
村
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
十
日
町
広
域
圏
の
未
来
に
つ

い
て
、
「
市
町
村
合
併
」
と
い
う

視
点
か
ら
模
索
す
る
会
議
で
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
是
非
会
場
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
中
里
村
の
未
来
に
つ
い

て
論
議
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　1月15日～2月5日
暮＆》しのプ，し】ンケt一

15㈱ 補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

16㈲
みのり学園クラブ活動　固総合センター

◎9：45～

17働 心配こと相談（南雲勝男）固デイサービス

センター　◎13：30～16：00

18出

19（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

村民スキー教室　固なかさと清津スキー場

◎8：30～

20（月）

21㈹

22㈱ 遊びの教室　固総合センター
◎9：30～10：00受付

23休）

24働

心配こと相談（村山篤稔）固デイサービス

センター　◎13：30～16：00

行政相談　固老人福祉センター
◎13：30～16：00

25仕）

26（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

ミュージックプラネタリウム　固ユーモー
ル　◎19：30～

村民スキー教室　固なかさと清津スキー場

◎8：30～

27（月） 補聴器相談（キコエ）固役場
◎15：30～16：00

28㈹

29㈱

30㈲

31働
心配こと相談（廣田和子）固デイサービス
センター　◎13：30～16：00

1出

2（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影固ユーモ
ーノレ　　◎11：00～11：40

3（月）

4㈹

5㈱

乳幼児身体測定・健康相談　固保健センタ
ー　◎9：30～11：00

補聴器相談（リオン）固役場
◎13：45～14：00

　　※変嚢iずる場倉がお燈ま薩。遷駕の際ぱ確認を

　　　　　　　　　お願いじ塞蝶。
趨　　　鐡

●人ロ

●世帯数

12月末現在（）は前月比

男　3，188人（一14）

女3，202人（一7）
計6，390人（一21）

　1，696　　（一　2）
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